
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北アルプス地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 
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事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 
 

 

事業名  イベント用行灯整備による誘客事業 

事業主体 

（連絡先） 

 松川村観光協会 

 電話：0231-32-3930 

事業区分  環境保全及び景観形成に関する事業 特色ある観光地づくり 

事業タイプ  ソフト 

総事業費  2,221,020 円（うち支援金：1,773,000 円） 

（活動写真） 

① 老朽化した行灯・電線の更新 

② 新規ツアー実施により新たな

来村者の増加 

③ 村・地元の環境保全に対する取

組の紹介 

④ 観光協会、地元との連携強化 

、 

※自己評価【 Ｂ 】 

【理由】 

１新規ツアーの実施により参加

者、来村者の増加 

２行灯設置による地元地区、村民

のすずむしを通じて自然環境保全

に対する意識の向上 

【すずむしヒーリングナイトツアー】 

 【目標・ねらい】 

１この支援金活用を契機に実施した“すずむしヒーリン

グナイトツアー”は、すずむし荘宿泊者をはじめ村内に

勤務している村外の方も多く参加して、村の環境保全に

対する取り組みを知って貰いことができた。 

 又、このツアーに参加するために再度来村するリピー

ターの確保にも役立っている。 

２従来は主に村内向けにクリスタルシンフォニーとし

て“すずむし捕り”“探索会”等を実施してきたが、こ

の支援金活用により地元をはじめ松川村の“すずむしの

里”としての意識を高めることができた。 

１．長年にわたって使用してきた、木、紙製の行灯が 

老朽化して使用に耐えられなくなり、従来は 39 基で

あった行灯を 70 基として、自然のすずむしが生息する

「すずむし公園」までの約 1 ㎞に区間を延長した。 

 

２．上記の行灯と同様に行灯へ電気を供給する電線につ

いても老朽化が激しく、使用不可の状況であったので行

灯と同様に長年の使用に耐えられる構造のものとした。 

 

この支援金活用により、特に“すずむしヒーリングナイトツアー”の参加者の中には、来年も参

加希望者が多くあった。又、安曇野市をはじめとする近隣市町村からの参加希望者もあり、今後

もこのツアーを続けていきたい。 


